
主目的 3 11 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地域住民の医療の貢献のため、地方公営企業繰出金の通知に準じて経費を繰出すことに

より、病院の経営の健全化を促進する。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

救命救急センター運営に要する経費の全額、企業債元金と利息は平成14年度までのもの

については償還額の２/３、その後のものについては１/２、病院の建設改良に要する経費の

１/２、高度医療に要する経費(電子カルテ)の一部、周産期医療・リハビリテーション・小児医

療は要する経費の収入をもって充てることが出来ない相当額、地方公営企業職員に係る児

童手当等に要する経費、研究研修に要する経費の繰出を受ける。

　【24年度繰出金の算出基準】

　１．研究研修費：研究研修費支払金額の1/2（56,299,860円×1/2≒28,000,000）

　２．企業債利息：平成14年度以前借入に対する支払額の2/3、平成15年度以降借入に

　　　対する支払額の1/2（150,920,094×2/3＋4,432,770×1/2≒102,829,000）

　３．救命救急センター：当直業務及び病床確保分（38,871,000+51,917,000=90,788,000）

　４．共済組合追加費用：支払額の80％（119,329,744×80％≒95,000,000）

　５．高度医療：電子カルテの賃借料及び委託料の1/2（285,867,175×1/2≒142,000,000）

　６．周産期医療：収入をもって充てることができない経費（H23決算分）
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　６．周産期医療：収入をもって充てることができない経費（H23決算分）

　　　（収益809,391,000-費用846,553,000≒△37,162,000）

　７．リハビリテーション：収入をもって充てることができない経費（H23決算分）

　　　（収益65,349,000-費用127,665,000≒△62,315,000）

　８．小児医療：収入をもって充てることができない経費（H23決算分）

　　　（収益646,949,000-費用699,746,000≒△52,795,000)

　９．児童手当：児童手当に要する経費（37,756,000）

　１０．院内保育：収入をもって充てることができない経費

　　　（委託費35,000,000-補助金2,100,000≒32,000,000）

　１１．企業債元金：平成14年度以前借入に対する支払額の2/3、平成15年度以降借入に

　　　対する支払額の1/2（490,642,410×2/3＋242,500,000×1/2≒448,344,000）

　　　査定による調整で結果319,355,000

　合計1,000,000,000円

0.00

0.00

0

1,231,230

0

財

源

100.0

00

00

1,000,000 1,000,000

1,000,000

100.0

1,000,000

1,000,000

81.2

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

国・県支出金

Ｈ24決算額

00

0

0.00

0

0.00

0.00

1,000,000

0.00

0

従事者数

1,231,230

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

対前年比

その他財源

1,231,230

正職員

一般財源

0

費用合計

0

要要要要

直接経費

無

0

1,000,000

0

0.00

千円 0 00その他財源 0



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

1,620

93

H25

事業の

達成状況

入院患者数が減少した結果、入院収益は減少した。外来患者数は減少したが、地域

連携の強化に伴い、外来収益は増加した。収益の減少より費用の減少が上回ったこ

とにより純利益は増加した。経常収支比率は１００％を超え、健全経営を保っている。
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事業実施におけ

る課題

入院収益の減少を抑えるため、病床管理をさらに充実する必要がある。

外来においては、地域連携をさらに強化し、外来患者数を減らし、外来収益を確保す

る。
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一次評価のとおり。

成果指標の経常収支比率が悪化し、経営状況が極めて厳しくなり、地域医療の質が

低下する。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

病床管理をさらに充実し、病床利用率、平均在院日数を下げ、入院収益の増加を図

る。
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２６年度以降

の改善案

地域の基幹病院として相応しい高次医療を行い、地域住民の医療機関として健全に

経営するためにも引き続き事業を実施する。
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国の繰出し基準により、市が負担すべきものであり、病院経営の健全化を促進するた

めに必要である。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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